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 本研究は、技術科担当教員の指導力向上のために、中学校技術科内容「Ａ材料と加工の技術」におい

て、「問題を見いだし、解決する力」を育てる題材を開発し、実践を通してニーズ探究とシーズ探究に

基づく新たな価値の創造を促すための教員の隠れた支援や指導の在り方の一端を明らかにした授業モ

デルを提案することを目的とするものです。 

本研究で開発した題材の特徴は、外部人材の活用、生成ＡＩ、３ＤＣＡＤ、ＡＲ、３Ｄプリンタなど

を取り入れた問題解決です。研究協力員所属校（盛岡市立上田中学校、奥州市立胆沢中学校、釜石市立

甲子中学校）の中学 1年生を対象に、生徒が教室の中で開発者になり切って問題解決に取り組む授業を

実践しました。 

 

本研究では、「問題を見いだし、解決する

力」を「①生徒が問題を見いだし課題を設

定する力」「②解決策を構想する力」「③製

作図等に表現する力」「④（構想を）試作等

を通じて具体化（製作）する力」「⑤自らの

問題解決を評価・改善する力」の五つの資

質・能力に整理し、これらの育成を目指し

ました。 

研究構想図を右図に示します。生徒は、

技術科の授業で、実際に企業で行われてい

る製品開発と同じプロセスを辿って問題解

決に取り組みます。中学校に入学して初め

て技術による問題解決に取り組む中学１年

生が、ニーズ探究とシーズ探究に基づいて

新たな価値を創造できるようにするため

に、特に四つの授業に重点をおいて実践す

ることにしました。また、研究協力員や研

究協力校の協力を得て、学校段階間接続を

踏まえた指導や教員の隠れた支援を洗い出

し、整理することにしました。  

【研究構想図】 

Ⅱ 研究の構想 

Ⅰ はじめに 



「ＡＲを使ってみて、設計しただけだとどのくらいの大きさなのかが分からなかっ
  たけど使ってみると実際にどのくらいの大きさなのかを知ることができた。

「３Ｄプリンタを使ったことで、自分の考えた作るものの大きさが具体的に
分かった。強度は大丈夫か実感して考えることができた。」

「平面だと死角で見えないところが３ＤＣＡＤだといろんな方向から見れて、
  長さが足りないところが見つけられた。」

社会の発展と
材料と加工の技術

材料と加工の技術による問題の解決

課題の設定 設計・計画 製作 成果の評価

生活や社会を支える
材料と加工の技術

Ⅲ 「問題を見いだし、解決する力」を育てる題材の実践概要

「技術に込められた問題解決の工夫について考える力」を育てる授業

授業実践１

「問題を見いだして技術的な課題を設定する力」を育てる授業

授業実践２

「解決策を構想し、製作図等に表す力」を育てる授業

授業実践３

「自らの問題解決を評価・改善する力」を育てる授業

授業実践４

製品を開発した松森さんに
直接聞いて調べる

製品を観察して調べる

製品を観察しながら、外部講師の
動画クリップ（８種類）をいつで
も視聴できる！

生成ＡＩの仕組みや使い方を学ぶ
生徒が使いやすい

プロンプトを選んで使う

３ＤＣＡＤ

３Ｄプリンタ

ＡＲ

設計の修正内容をワークシートにまとめる

３ＤＣＡＤ、ＡＲ、３Ｄプリンタを活用した授業後の生徒の声

生徒作品例 完成した作品でどのくらい問題を解決できたかを
評価し、お互いの作品に対する評価コメントを送り合う

３ＤＣＡＤの効果
 設計の修正のしや

すさ
 立体イメージの形

成
ＡＲの効果
 寸法・スケール感

の把握
 現実との接続
３Ｄプリンタの効果
 物理的検証
 強度や構造の体感

的理解

作ったものを評価
し合う生徒たち。
はじめての技術に
よる問題解決を終
えて、他の生徒の
アイデアのすばら
しさに気付き、感
動する生徒の姿が
見られました！

「日常で使っている家具一つ一つに思いや考えがあったこと
  を知りました。家の家具はどんな思いで作られているのか
  調べようと思います。」
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外部講師の松森さん
から、使用者のニー
ズの把握を大切にし
た製品開発のプロセ
スを学ぶ！
これからはじまる技
術による問題解決の
準備！

外部人材を活用した授業後の生徒の声

「人のニーズに応えながら、デザインやコスト、実用性を
  考えるのは、プロでも大変なんだなと思いました。自分
  が作る時は、実用性、デザインなどを考えて作ること
  を大切にしたいなと感じました。」

「やっぱり先生に聞きに行くのは少し恥ずかしいところがあるんですけど、生成ＡＩ
だと恥ずかしさもなく、素直に聞けるところが便利だなと思いました。」

「本当に先生と話しているようにいい回答が返ってきて、とても助けになりました。
  回答がしっかり返ってくるためには、聞く方も細かく聞いた方がいいと思います。」

「想像以上に回答が速くてとても面白いなと思いました。自分の考えが一つとかだった
  りしたときに、みんなと共有するときにその考えが多くなると、アイデアも膨らんで
  楽しい話合いになると思うので、そういう場面で使いたいなと思いました。」

生徒が生成ＡＩを
活用して実感！

 一人では思い
つかないアイ
デアを獲得で
きる！

 生成ＡＩと人
間の知恵を組
み合わせるこ
とで、よりよ
い解決策のア
イデアが生ま
れる！

！ ！

生成ＡＩを活用した授業後の生徒の声
問題解決後の生徒の声

「目的や使う人に合わせて、製品の設計やデザインを調節する力が付きました。将来
  子供ができたり、大学に入って一人暮らしを始めたりしたときに自分の生活の課題
  を見つけて、それにしっかり合った製品の購入や製作ができるようにしたいです。」

「想像したものを実現する力（現実に置き換える力）、危機管理能力、想像力、これら
を、体育祭や日常生活で使用するものを役立てたりするのに活かしたいです。」

「困りごとを解決するためにこれらの技術を使っていきたい。」

！！
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 研究協力校（盛岡市立上田小学校、奥州市立胆沢第一小学校、釜石市立甲子小学校）の教員を対象に

実施した図画工作科の授業に関する調査と、本研究を実践している研究協力員を対象に実施した技術科

の授業に関する調査から、学校段階間接続を踏まえた指導について検討しました。 

図画工作科と技術科の指導には、創造的思考力の育成、個々の思いや願いを大切にする姿勢など、共

通する要素が見られる一方で、思考の特徴、活動の特徴、指導方法など、様々な面で質的な差異が存在

することが分かりました。これらの差異は、児童生徒の学びの連続性を妨げる可能性があります。 

円滑な学校段階間接続を実現するために、以下の視点が重要であることが考えられます。 

 

１ 段階的な移行を意識した指導の充実 

２ 共通要素を軸とした一貫性のある指導の実現 

３ 教員間の相互理解と指導法の共有の促進 

 

 また、授業者である研究協力員の意識の変容と生徒

への支援の方法を調査しました。ニーズ探究とシーズ

探究に基づく新たな価値の創造を促すためには、教員

の生徒との関わり方を含めた学習環境全体をデザイ

ンすることが不可欠であることが明らかになりまし

た。実践と調査を通じて、「教員の隠れた支援」を「発

想を受容する雰囲気づくり」「教員の非言語的コミュ

ニケーション」「介入と支援の適切な調整」「形成的

評価の継続実施」「自律的な学習のための環境整備」

「安全な作業環境の構築」「真正な学びにつながる技

術開発の授業デザイン」の七つのカテゴリに整理しま

した（右図）。 

 

 実践の結果、生徒の技術科の学習への興味・関心の向上、問題を見いだし課題を設定する力の育成、

デジタル技術活用への意欲の高まりなど、複数の視点から教育効果が確認されました。特に「技術に込

められた問題解決の工夫について考える力」「問題を見いだして課題を設定する力」「解決策を構想し、

製作図等に表現する力」などの資質・能力の育成に成果が見られました。また、小学校図画工作科と中

学校技術科の接続を踏まえた指導の在り方についても、調査結果から具体的な示唆が得られました。さ

らに、実践と研究協力員対象の調査結果から、教員の隠れた支援を洗い出し、七つのカテゴリに整理し

ました。 

 今後、本研究で得られた知見を広く共有し、技術教育の充実、発展につながっていくことを期待しま

す。概要版を手にされた皆様にとって一助となれば幸いです。 

 

○本研究の報告書及び補助資料は、当センターの Web ページに掲載しております。 
https://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/110gika.html 

Ⅴ おわりに 

Ⅳ 学校段階間接続を踏まえた指導・教員の隠れた支援 

【教員の隠れた支援】 
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